
の

践

に

営

解

た

業

様

通

を

わ

れ

業

ら

イ

ま

さ

平成 27年度

実践塾を運

のある方が本

践塾への理解

今回は県内

初日から４

に農作業の実

営の現状と課

参加者から

解する良い機

公社では、

たアドバイス

業化プランナ

様々な相談対

この度、農

通・販売等の

を新たに 4名

4名の方に

わる商品の企

れまでの経験

業者の役に立

られます。 

公社では、

インを専門と

ます。６次産

さい。    

平成 28 年

度みやざき農

運営する県立

本県農業生産

解、就農への

内外から５名

４日間は実践

実務体験を行

課題などを伺

らは、実践塾

機会になった

６次産業化

スを行うため

ナー」を登録

対応を行って

農林漁業者だ

の課題に対応

名登録しまし

ついては、そ

企画開発、販路

験や人脈、知

立つようサポ

そのほか、

とする方など

産業化の相談

     

年 3 月 14

みや

宮崎

農業実践塾

立農業大学校農

産の現状を学

の意欲を高め

名が参加され

践塾において就

行いました。最

伺いました。 

塾研修生の就農

たとの感想が

に取り組む農

め、民間の専門

録・派遣し、事

ています。 

だけでは解決

応するため、流

した。 

それぞれ農業

路開拓等に長

識を活かし、

ポートしてい

経営管理全般

ど、合計 22 名

をお考えの方

     

６次

4 日 農

やざき農

崎県農業振興公

「体験講座」

農業総合研修

び、実際に栽

ることを目的

ました。 

就農の基礎知

最終日には自

農への努力や

聞かれました

 

農林漁業者の

門家からなる

事業計画の検

決が困難なマ

流通・販売や

業者や起業の

長年携わって

、６次産業化

きたい。」と

般や食品加工

名のプランナ

方は、ぜひ公

     

次産業化

農業振

農業実践

実

公社ニュース

を２月１日

修センターと

栽培管理等を

的としていま

知識等の座学

自営就農され

や工夫に触れ

た。    

の皆様の課題

る「みやざき

検討や販路開

マーケティン

や経営管理の

の経営改善や

てこられてお

化に取り組む

との意欲をも

工、知的財産

ナーを登録し

公社まで御連

【新農業支援

プランナ

振興公

塾体験講

実務体験中の受

第 31 号 （

から５日ま

と公社が共催

を体験するこ

ます。 

学や施設見学

れた新規就農

れ、ほ場視察

     

題に応じ

き６次産

開拓等の

ングや流

の専門家

や食に関

おり、「こ

む農林漁

もってお

産、デザ

しており

連絡くだ

援課】 

ナーのご

公社ニ

講座を開

受講生 

（1） 

で５日間にわ

催したもので

ことによって

学、在塾され

農者のほ場視

察では就農に

     

ご紹介

ニュー

開催しま

鑪野秀康氏

中島隆志氏

わたり開催し

で、講座では

て、農業やみ

れている長期

視察により就

に向けた準備

   【担

ース 

ました 

氏       津

氏        

しました。

は、農業に関心

みやざき農業実

期研修生とと

就農の経緯や経

備内容などを理

担い手支援課】

第 31 号

津曲智英氏   

日髙勝定氏  

心

実

も

経

理

】 

 



 

流

デ

が

加

し

場

無

ス

土

機

方

た

こ

図

平成 27

県内の農地

流動化の促進

デル地区の現

公社では、

この事業は

が認められる

延岡地区有

加や処理能力

し、それに基

場・つばき工

無事 3 月 2 日

整備内容は

スレートの全

土間、仕切り

機械設備工事

方式に変更）

た。 

この事業の

ことにより、

図られること

延

西都市川原

ＪＡ・Ａ

年度農地

地利用集積円

進を図るため

現地研修を行

平成 24 年度

は、市町村又

る施設で、既

有機肥料セン

力の低下等の

基づき、平成

工場・製品倉

日に施設の操

は、建築工事

全面再整備

り壁の補修・補

事は、攪拌設

、通気設備

の実施で、施

安定的な堆

とが期待され

延岡地区

原公民館での現地

ＺＭ別館での研

宮崎

地利用集積

円滑化団体（1

め、本年度も

行いました。 

度より畜産環

又は農協等が

既存施設を補

ンターは、平

の問題を抱え

成 26 年度よ

倉庫の全ての

操業安全祈願

事は鉄骨腐食

又は補修等

補強工事、建

設備（スクー

備、造粒設備

施設の機能保

堆肥化処理及

れています。

有機肥料

地研修 (2 月 23

研修  (2 月 22

崎県農業振興公

積円滑化

15 団体）と農

2 月 22 日か

     

［

局

を

み

な

［

話

げ

農

な

点

環境総合整備

所有してい

補改修等行う

平成 3 年及び

えていました

より公社で機

の工事が 2

願祭が執り行

食部分の塗装

等及びコンク

建具の再整備

ープ方式から

備等の再整備

保全と延命化

及び維持管理

   【畜

料センタ

3 日) 

日) 

公社ニュース

化団体等連

農業振興公社

から 23 日に

     

１日目］ 農

局単位で配置

をしました。

み事例紹介や

な情報交換の

1 農地の集

2 農地中間

3 農地利用

4 農地売買

［2 日目］ 

話をいただき

げが一度頓挫

農地中間管理

なったことに

点等を聞けた

集落

名  

代 表

作付面

    

備事業（スト

る家畜排せつ

うことで施設

び平成 7 年に

た。このため

機能保全対策

月末完了し

行われました

装、屋根・壁

クリート部の

備等を行い、

らロータリー

備を行いまし

化が図られる

理費の削減が

畜産施設課】

ターの機

第 31 号 （

連絡協議会

社との連携調

52 名の参加

     

農地中間管理

置されている

また、ＪＡ

や地域集積協

の場となりま

集積・集約化

間管理事業の

用集積円滑化

買等事業につ

関谷義美氏か

きました。平

挫したが、そ

理事業を契機

について、具

た貴重な現地

落営農法人の

称：川原フ

者：関谷義

面積：普通期

  ※今後

トックマネジ

つ物処理施設

設の機能維持

に設置され、

め、平成 24

策工事を実施

し、

た。 

壁

の

、

ー

し

る

が

】

能保全対

安全
(株)

（2） 

会研修会

調整を行い、農

加で各種講演会

      

理事業につい

る地域駐在員

Ａ宮崎中央会

協力金の課税

ました。 

について（県

取組状況につ

事業につい

いて（公社）

から、集落で

平成 18 年度に

その後３年を

機に集落営農

具体的な取り

地研修でした

の概要 （H2

ァーム（案）

美（オペレ

水稲２ha，飼

、経営面積増

ジメント事業

設で老朽化等

持を図ること

長期間の稼

4 年度に県で

施してきまし

対策工事

祈願祭で挨拶さ
延岡地区有機肥

会を開催し

農用地の有効

演会や農地中間

    

いて、支庁並

員から各地域

会から集落営

税等の講演も

県） 

ついて（公社

て（JA 宮崎

） 

での取組事例

に集落営農組

をかけて合意

農法人を設立

り組み内容や

た。 

28.4.1 設立

） 

ーター６名）

飼料米８ha 

増を目指す

業）を実施し

等による施設

とを目的とす

稼働により維

で機能診断調

した。対象の

事が完了

される 
肥料センター 

しました

効利用と農地

間管理事業モ

【農地第二課

並びに各振興

域の現状報告

営農の取り組

もあり有意義

社） 

崎中央会） 

例についてお

組織の立ち上

意形成を図り

立する予定と

や苦労された

予定） 

） 

との事 

しています。

設の機能低下

するものです

維持費の増

調査を実施

のさくら工

 

内田社長 

地

モ

課】

興

告

組

義

お

上

、

と

た

 

下

す。 
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◎平成27年度

本年度の借

で、23市町に

込みがありま

引き続き募

理機構ホーム

 

◎農用地の集

公社は 2 月

協会と農用地

の協定は、農

農用地の集団

ため、農地中

ています。 

◎役員による

１月から２

の首長等を訪

に向けた更な

らは実施上の

取組に反映さ

◎農業参入フ

東京・大阪

展し、新規参

間管理事業等

確保に関する

     

平
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度農地等借受

借受希望者は、

において合計1

した。 

募集しています

ムページをご覧

集積・集約化

月 24 日に、

地の集積・集

農業法人を始

団化等による

中間管理事業

る市町村への

２月にかけ、

訪問し、農地

なる事業推進

の課題や機構

させていくこ

フェアで農地

阪・福岡で開

参入を希望す

等について説

る質問があり

     

平成２７年度農
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農

受希望者の応募

5月及び7～

1,877件、2,

すので、詳し

覧下さい。 

化に関する協

宮崎県及び

集約化に関す

始めとする農

る農用地利用

業の利活用

の事業推進

、公社の理事

地中間管理事

進についてお

構への要望

こととして

地中間管理事

開催された農

する法人や企

説明しまし

り、今後具体

     

農地中間管理事
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募状況 

～1月の8ヵ月

260 ﾍｸﾀｰﾙの申

しくは農地中間

協定を締結

び(一社)宮崎

する協定を

農業の担い

用の効率化

の促進を図

を実施 

事長等役員

事業の取組

お願いをし

も出された

います。 

事業ＰＲを

農業参入フ

企業に対し

た。農地貸

体的な成果
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◎農

機

農用

年度

れま

ため

査さ

結 

崎県農業法人

締結しまし

手の規模の

化及び高度化

図ることを目

が県内の各

組へのお礼や

ました。首

ことから、

を実施 

ェアに県と

て、本県の

貸借の状況や

果が期待され

  【農地第

別実績（４月～２
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第 31 号 （

業について

農地中間管理

機構では毎月

用地利用配分

度2月までの

までに23市町

め年度内権利

され、貸付が

人経営者

した。こ

の拡大、

化を図る

目的とし

各市町村

や来年度

首長等か

今後の

と共に出

の農地中

や農地の

れます。 

第一課】 

２月）　暫定値

1.5 2.32.70.4 0.80.9 1.5
6.7

2.3
1.3

2.5
5.2
5.8

0.6

12.0 4.6

1.6

1.0
1.5

1.3

1.1
2.5

川
南
町

都
農
町

延
岡
市

28.7 26.4

4.9

※管内別は、中部

南那珂

北諸県

西諸県

児湯

東臼杵

西臼杵

合 計

（3） 
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分計画に関する
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は異なります
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査会ベース
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諸

ー

践

シ

が

開

を

専

た

ー

ザ

る

実

販

ャ

是

公社では、

「６次産業化

諸県）で開催

南那珂地区

ーで開催し、農

践者に学ぶ営

シエイトの松

がありました

児湯地区で

開催し 44 名の

をテーマに株

専任コンサル

たほか、希望

北諸県地区

ーにおいて、

ザインしよう

る高峰由美氏

実施しました

受講者から

販路開拓に取

公社では、

ャレンジ塾を

是非ふるって

６次

4月3日 (日

4月10日 (日

4月16日 (土

日　付

宮崎県で

がんばる

農業の担

応援しま

より一層の

化ミニチャレ

催しました。

区では、2 月

農業者や行政

営業・商談会

松田恭子氏の

た。 

では、2 月 18

の参加があ

株式会社アグ

ルタントを講

望者による個

区では、2 月

27 名の参加

う」をテーマ

氏、日高亜矢

た。 

らは、「自身の

取り組んでい

６次産業化

を開講する予

てご参加くだ

次産業化

豊

日) 宮崎県

日) 宮崎県

土) 宮崎県

で 

る新たな

担い手を

ます！ 

宮崎

の６次産業化

レンジ塾」を

 

15 日に日南

政担当者など

会のノウハウ

の講演や県内

8 日に西都市

りました。「経

グリコネクト

講師に迎え、

個別相談会を

25 日に都城

加がありまし

マに、当公社

矢氏の２名を

の経営を見直

いきたい」等

化を目指す人

予定です。すで

ださい。  

化ミニチ

豊かな農

発行 

〒880

電話

行

県ふるさと就職

県ふるさと就職

県ふるさと就職

崎県農業振興公

これ

宮

しま

てい

うか

ご相

あ

しょ

化の推進と掘

を県内３地区

南市の南那珂

ど 33 名の参

ウ」をテーマ

内の６次産業

市の児湯農業

経営理念に基

ト代表取締役

講義とワー

を実施しまし

城市の北諸県

した。「農家

社の６次産業

を講師に講義

直す良い機会

等との感想が

人材を育成す

でに６次産業

     

チャレンジ

農業経営

公益社団

0-0913 宮

話 0985(51)

行　事

職説明会　東

職説明会　福

職説明会　大

公社ニュース

れからの

宮崎県等が主

ます。ＵＩタ

いる方が対象

か…」疑問や

相談へお越し

あなたにあっ

ょう。 

掘り起しを図

区（南那珂、

珂農業改良普

参加がありま

マに、株式会

業化実践者の

業改良普及セ

基づく農業経

役の熊本伊織

ークショップ

した。 

県農業改良普

家の想いを６

業化プランナ

義とワークシ

会となり、大

が聞かれ、非

するため、来

業化に取り組

     

ジ塾を県

営・新しい

団法人宮崎県

宮崎市恒久

)2011 FAX

京会場

岡会場

阪会場

第 31 号 （

予定 

主催する就職

ターンをお考

象です。「あ

や悩みは一人

しください。

った農業のカ

図るため、 

児湯、北

普及センタ

ました。「実

会社結アソ

の事例紹介

センターで

経営とは」

織氏のほか、

プを実施し

普及センタ

次化でデ

ナーでもあ

ショップを

大変勉強にな

非常に好評で

年度も引き続

組んでいる方

     

県内３地

い未来の

県農業振興

1 丁目 7 番

X0985(51)8

東京都　東

福岡県　天

大阪府　大

（4） 

職説明会に、

考えの方、H2

あこがれの農

人では解決で

 

カタチを専門

なった。」「講

した。 

続き県内外の

方、これから

    

地区で開催

のために

興公社 

番地 14 

8006

会 場

東京交通会館

天神ビル

大阪駅前第３ビ

 南那珂

北諸県地区

就農相談ブ

29 年に大学卒

農業」「実家の

できにくいも

門相談員と一

講義の内容を

の著名な講師

ら取組を予定

  【新農

催しまし

に 

担

担

ビル 担

珂地区 みなさ

区 積極参加の

ブースを出展

卒業を予定し

の農業を継ご

もの、まずは

一緒に考えま

を踏まえ、今後

師を迎え、チ

定している方

業支援課】

した

問合せ

担い手支援課

担い手支援課

担い手支援課

ん真剣です 

ワークショップ

展

し

ご

は

ま

 

後

チ

方、

課

課

課

プ


